
“子どもが健全に発育・発達ができるために”家庭でできること／基本目標１の（１）

●笑顔であいさつすることから一日を始めましょう。

●乳幼児期に規則正しい生活リズムを確立させ、親の生活リズムに子どもを巻き込まないようにしましょう。

●子どもに朝食を食べる習慣をつけさせましょう。また、十分な睡眠と栄養を確保しましょう。

●子どもに外遊びをさせ、適度な運動習慣を身につけさせましょう。

●子どもにも家族の一員として家庭の中での役割を持たせましょう。

●子どものお手伝いに対して感謝の気持ちを伝えたり、家族みんなで「ありがとう」という言葉を掛け合い、

　子どもに「感謝とありがとう」の心を育てましょう。

●テレビやビデオの視聴時間、ゲームをする時間をできるだけ減らすようにしましょう。

●子どもの近くでたばこを吸わないようにしましょう。
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〈基本理念〉 〈基本目標〉 〈基本目標達成のために必要な条件〉

◎今月の行動目標　（今月号から次世代育成支援行動計画より抜粋して掲載します。）

◎島原市次世代育成支援行動計画の体系図

すべての家庭が
安心とゆとりを
持って、子どもを
生み育てることが
できるまちづくり

子どもが豊かな心
を持ち、健やかに
育つことができる
まちづくり

1

地域全体で
子どもと子育て家庭
を支えることが
できるまちづくり

3

2

心身ともに健やかに
思春期をおくり、
次代の親として
人間性を高めること
ができるまちづくり

4

（１）子どもが健全に発育・発達ができる

（１）安心して出産し、悩みや不安なく子育てができる

（２）安心して子どもを預けられる場所がある

（３）家族で協力して子育てができる

（４）ひとり親家庭の生活の安定が図られている

（１）地域の子育て支援体制が充実している

（２）子育てと仕事の両立ができる就労環境が整っている

（１）生命の大切さを理解し、健やかに思春期を送ることができる

（２）社会の一員として自立できる資質を養うことができる

（３）子どもや、子ども連れにやさしいまちづくりが行われている

（４）子どもが事故や犯罪等から守られている

（２）子どもが安心できる親子関係が築かれている

（３）子どもが楽しく学び、社会性を養い、生きる力を育んでいる

（４）子どもの人権が守られている

（５）障がいのある子ども一人ひとりの能力を最大限に伸ばすことができる


